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⼦どもの初期対応について⼦どもの初期対応について

１）安⼼感の回復を⼼がける１）安⼼感の回復を⼼がける

 ⼦どもの不安や恐怖に共感的に⽿を傾け、「怖かったよね」とか「⼼配だよね」といった⾔葉を返し

てあげてください。そのうえで、「もしまた地震が起こったら、〜しようね」といった形で、現実的な

プランを話し合ってください。その際、「絶対に起こらないよ」といったような⾮現実的なことは⾔わ

ないようにしてください。重要なのは、⼦どもが「対処できる」という感覚を持つことと、「○○○さ

んがついていてくれるから安⼼」といった、⼤⼈からの保護を期待できることです。

２）過去と現在の違いを明らかにする２）過去と現在の違いを明らかにする

 しばらくの間は余震が続きますが、「⼩さな地震は続いているけど、⼀番⼤きな地震はもう終わった

んだ。だから、今はもう安⼼していいんだ」と教えてあげるといいでしょう。その際には、本震と余震

という地震の仕組みを⼦どもにわかる⾔葉で説明してあげることが役⽴つ場合もあります。

３）罪悪感を扱う３）罪悪感を扱う

幼児期から⼩学校低学年にかけての幼い⼦どもたちは、良くないことがおきると、「⾃分が原因」と思

う傾向があります。⼦どもが今回の災害に対して罪悪感を抱いていないかを⾒極めることが⼤切です。

⼦どもの⾔動から、「もしかしたら…」と気になることがあれば、⼦どもが罪悪感を持っていないかを

尋ねてみてください。その際には、たとえば、「あのさあ、この前、すごく⼤きな地震(津波)があったよ

ね。あなたくらいの歳の⼦って、ときどき、『ぼくが悪い⼦だったから、こんな⼤変なことが起こった

のかもしれない』って思うことがあるんだけど、あなたはどうかな？」といった聞き⽅をするといいで

しょう。



４）⾃分の反応は普通のことであると理解できるように⽀援する４）⾃分の反応は普通のことであると理解できるように⽀援する

 震災など、⼼⾝の安全が脅かされるような出来事を経験した場合、その直後から数週間はさまざまな

⼼理的、精神的反応が現れることは珍しくありません。

こうした反応が⼦どもに⾒られた場合には、それは決して「異常」なことではなく、普通の反応である

こと、時間の経過とともにやがて落ち着いてくることを⼦どもが理解できるように援助しましょう。た

とえば、昨⽇と今⽇の反応の強さを⼦どもに⽐較してもらい、少しずつでも「回復」してきていること

を⾃覚してもらうといった⽅法もあります。

５）⼦どもの活動を確保する５）⼦どもの活動を確保する

 ⼦どもは、⼤⼈が思う以上に周囲の状況に敏感なものです。震災やその後の混乱という⾮⽇常的な事

態への対応に⼤⼈たちが追われているのを⾒て、⼦どもは不安になったり、あるいは、「⼤⼈はみんな

⼤変そうだから、⾃分のことで余計な⼼配をかけてはいけない」と考えて困ったことや⼼配事があって

も我慢してしまうことが少なくありません。

このように、⼦どもにとっても、震災後の⽣活は⼤きなストレス因となるものです。こうした⼦どもた

ちには、体を動かして抱え込んだストレスを発散できるゲームやエクササイズなどの活動が助けになり

ます。

６）⼦どもの⾃発的な表現は遮らないで受け⽌めてあげる６）⼦どもの⾃発的な表現は遮らないで受け⽌めてあげる

 ⼦どもは、遊びや、それに伴う会話を通じて、さまざまな感情や考えを表現し、少しずつ⼼の安定を

取り戻していくものです。こうした遊びや表現を⽬にしたら、災害時の⼦どもの恐怖や絶望感を共感的

に汲み取って、「いっぱい揺れたよね、怖かったよね」といったふうに⾔葉にしてあげてください。そ

して、「過去と現在をわけること」の項⽬で述べたように、「今はもう安⼼」ということを⼦どもに伝

えてあげてください。

７）⽣活の⾒通しを持たせる７）⽣活の⾒通しを持たせる

 災害後の初期段階では、予定や⾒通しが全く⽴たないといった状況におかれることは少なくないでし

ょう。そんなときでも、ほんの短期間の、少し先のことでもわかることがあれば、それだけでも⼦ども

にとっては「⾒通し」となるものです。

８）⼦どもに適切な情報を提供する８）⼦どもに適切な情報を提供する

 同じ衝撃的な体験であっても、何が起こったか、あるいは起こっているのかを理解できているのとで

きていないのとでは、⼦どもに与える⼼理的なダメージには⼤きな違いがあるものです。そのため、地

震や津波などがどうして起こり、現在、どのような状態になっているのかを、⼦どもに理解できる⾔葉

で丁寧に説明することが重要です。

<<社会的養護における⼦どもに特徴的な反応>><<社会的養護における⼦どもに特徴的な反応>>

 社会的養護という場では、こんな時こそ信頼すべき⼤⼈にすがりたいはずなのに、⾃分を守ってもら

える⼤⼈に対する信頼感が少ない⼦どもが多いですし、⾒捨てられるかもしれないという不安も強いも

のです。社会的養護のもとにある⼦どもたちに特徴的な反応を以下にまとめます。

１） 何事もなかったかのようにふるまう１） 何事もなかったかのようにふるまう

 ⾥親家庭になじんで、⾥親が⾃分を守ってくれる⼈という信頼感ができている場合には、⾥親から離

れられなくなったり、⾚ちゃん返りをすることが多いものです。

しかし、未だ⾥親家庭になじんでいなかったり、虐待や放任などの影響で⼈を信じることが難しい⼦ど



もは、⾃分ひとりで耐えようとするかもしれません。また、何事もなかったかのようにふるまうことも

少なくありません。しかし、確実に⼼理的混乱は起きています。理解しておきましょう。逆に、⾥親か

ら離れなくなったり、⾚ちゃん返りがあるときには、その反応を⼤切にしましょう。

２） 全く違った⼈になったかのような反応をしたり、混乱する２） 全く違った⼈になったかのような反応をしたり、混乱する

 感情や⾏動が突然脈絡なしに変わってしまうなど、まとまりのなさが著明になることがあります。「

さっきのA⼦ちゃんと今のA⼦ちゃんが同じなの？」と思えるような時です。また、「やりたい、やりた

くない」と物事を決められなくなってパニックになることもあります。それが激しくなると、混乱した

状態になったり、極端な⾚ちゃん返りが出現したりします。そのような時には 早めに児童相談所や医療

機関等の専⾨家に相談しましょう。

３） 苛⽴ちや怒りの増加３） 苛⽴ちや怒りの増加

 もともと、実親への怒りや、実親と⼀緒にいられないことに対する怒りを⼼の中にしまっていた⼦ど

も達の怒りや苛⽴ちが増加し、激しい怒りが他の⼦どもや⾥親に向けて爆発的に表現されたりすること

もあります。 また、もともと感情の調節が苦⼿な⼦ども達は、⾃分の苛⽴ちを押さえられなくなりがち

です。むやみに叱るのではなく、あなたの気持（怒りやイライラ感）はわかること、しかし、他の⼈を

傷つけることは許されないことを話しましょう。

４） 過去の怖かった体験（虐待や事故など）を思い出したり、フラッシュバックとなる４） 過去の怖かった体験（虐待や事故など）を思い出したり、フラッシュバックとなる

 社会的養護にいるお⼦さんの中には、過去に怖い体験をしてトラウマを受けている⼦どもが少なくあ

りません。そのようなお⼦さんの中には、時として忘れていたことを思い出して急に不安になったり、

その時に戻ってしまったかのような感覚になって（フラッシュバック）強い不安を感じることもありま

す。「昔は怖かったね、でも今は守るよ」というメッセージを伝え続けましょう。

５） ⼤⼈びた振る舞いをしたり、⽀配的になる５） ⼤⼈びた振る舞いをしたり、⽀配的になる

 ⼤⼈を信頼したり、⼤⼈に頼ることが出来ない⼦どもの中には、危機状態になった時に、⾃分が⼤⼈

になったような振る舞いをしたり、周囲に対して⽀配的になることがあります。⼈を信頼できずに不安

が⾼じた結果、⾃分が状況を⽀配することで安⼼感を得ようとする反応として理解するといいでしょう

。

６） 睡眠や⾷事への影響６） 睡眠や⾷事への影響

眠れない、⾷欲のムラが激しくなるなど、睡眠や⾷事などの⽣理的な活動に影響が出てくる危険性が⾼

いと考えられます。もともと、⾃分を調節することが苦⼿なお⼦さんが多いので、ストレス下ではリズ

ムを崩しやすいことが影響するでしょう。安⼼感をたかめることで対処しましょう。
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